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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物とマクロモノマーを含むビニル系単量体混
合物（ｍ１）を重合して得られる共重合体（Ａ）からなり、該マクロモノマーが、ポリメ
タクリル酸エステルを主骨格とし、該ポリメタクリル酸エステルの片末端にビニル基を有
するマクロモノマーである共重合体（Ａ）であって、
　メタクリル酸エステルを含むビニル系単量体混合物（ｍ２）を重合して得られるメタク
リル酸エステル系樹脂（Ｂ）用改良剤である共重合体（Ａ）。
【請求項２】
　前記マクロモノマーの数平均分子量が１，０００～２０，０００であり、前記ビニル系
単量体混合物（ｍ１）１００質量％中の芳香族ビニル化合物の含有率が４５～７２質量％
で、シアン化ビニル化合物の含有率が１５～２３質量％で、マクロモノマーの含有率が５
～４０質量％であり、該共重合体（Ａ）の質量平均分子量が３０，０００～１，０００，
０００である、請求項１に記載の共重合体（Ａ）。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の共重合体（Ａ）と、メタクリル酸エステルを含むビニル系単量
体混合物（ｍ２）を重合して得られるメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とを含む熱可塑
性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記ビニル系単量体混合物（ｍ２）１００質量％中のメタクリル酸エステルの含有率が



(2) JP 6891663 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

８０～１００質量％である、請求項３に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の合計１００質量％中の共重
合体（Ａ）の含有率が５～８０質量％である、請求項３又は４に記載の熱可塑性樹脂組成
物。
【請求項６】
　更に、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）に芳香族ビニル化合物とシアン化ビニ
ル化合物を含むビニル系単量体混合物（ｍ３）がグラフト重合したグラフト共重合体（Ｃ
）を含む、請求項３ないし５のいずれか１項に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記ビニル系単量体混合物（ｍ３）１００質量％中の芳香族ビニル化合物の含有率が６
５～８２質量％で、シアン化ビニル化合物の含有率が１８～３５質量％である、請求項６
に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項８】
　前記エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）とビニル系単量体混合物（ｍ３）との合
計１００質量％中のエチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）の含有率が５０～８０質量
％で、ビニル系単量体混合物（ｍ３）の含有率が２０～５０質量％であり、該グラフト共
重合体（Ｃ）のグラフト率が２５～１００％である、請求項６又は７に記載の熱可塑性樹
脂組成物。
【請求項９】
　前記エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）が架橋処理した架橋エチレン・α－オレ
フィン共重合体（Ｅ）であり、該架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル含
有率が３５～７５質量％である、請求項６ないし８のいずれか１項に記載の熱可塑性樹脂
組成物。
【請求項１０】
　前記共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とグラフト共重合体（Ｃ）の
合計１００質量％中の共重合体（Ａ）の含有率が５～４０質量％で、メタクリル酸エステ
ル系樹脂（Ｂ）の含有率が２０～８５質量％で、グラフト共重合体（Ｃ）の含有率が１０
～４０質量％である、請求項６ないし９のいずれか１項に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項１１】
　請求項３～１０のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物を成形してなる成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐衝撃性に優れ、透明性、流動性にも優れる熱可塑性メタクリル酸エステル
系樹脂組成物を提供し得る共重合体と、この共重合体を含む熱可塑性樹脂組成物およびそ
の成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　樹脂材料の耐衝撃性を向上させることは、樹脂材料の用途を拡大させるだけでなく成形
品の薄肉化や大型化への対応を可能にするなど、工業的な有用性が非常に高いため、樹脂
材料の耐衝撃性向上については、これまでに様々な手法が提案されてきた。このうち、ゴ
ム質重合体と硬質樹脂材料とを組み合わせることによって、硬質樹脂材料の特性を保持し
つつ耐衝撃性を高める手法は既に工業化されている。このような材料としては、アクリロ
ニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）樹脂、アクリロニトリル－スチレン－アクリ
ル酸エステル（ＡＳＡ）樹脂、アクリロニトリル－エチレン・α－オレフィン－スチレン
（ＡＥＳ）樹脂等の熱可塑性樹脂が挙げられる。
【０００３】
　例えば特許文献１には、硬質樹脂材料としてメタクリル酸メチル系樹脂を用い、そこに
ＡＥＳ樹脂を添加する方法が開示されている。
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【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載された方法では、ＡＥＳ樹脂とメタクリル酸メチル系
樹脂との相溶性が低いため、メタクリル酸メチル系樹脂の特徴である透明性が著しく低下
する上に耐衝撃性の向上効果も低い。
【０００５】
　特許文献２にはメタクリル酸メチル系樹脂にＡＥＳ樹脂を添加し、さらにそこにメタク
リル酸メチルとアクリロニトリルとスチレンのランダム共重合体（ＭＡＳ）樹脂を添加す
る方法が開示されている。
【０００６】
　特許文献２の方法では、ＭＡＳ樹脂がＡＳ樹脂とメタクリル酸メチル系樹脂との相溶化
剤として機能し、またＡＥＳ樹脂のゴム成分であるＥＰＤＭとメタクリル酸メチル系樹脂
の屈折率が近いため、ＭＡＳ樹脂を添加することで、添加しない場合と比較して耐衝撃性
と透明性を向上させることができるが、その効果は十分に満足し得るものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１３２９７０号公報
【特許文献２】特開平９－２７２７８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、メタクリル酸エステル系樹脂の透明性を低下させることなく、耐衝撃性、流
動性に優れた熱可塑性樹脂組成物とすることができる共重合体と、この共重合体を含む耐
衝撃性、透明性、流動性に優れた熱可塑性樹脂組成物およびその成形品を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、芳香族ビニル化合物とシア
ン化ビニル化合物と特定のポリメタクリル酸エステル系マクロモノマーを含むビニル系単
量体混合物（ｍ１）を重合して得られる共重合体（Ａ）が、メタクリル酸エステル系樹脂
の透明性を低下させることなく、耐衝撃性を効果的に向上させることができ、流動性も良
好な熱可塑性樹脂組成物を与えることを見出し、本発明を完成させた。
　即ち、本発明は以下を要旨とする。
【００１０】
［１］　芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物とマクロモノマーを含むビニル系単
量体混合物（ｍ１）を重合して得られる共重合体（Ａ）からなり、該マクロモノマーが、
ポリメタクリル酸エステルを主骨格とし、該ポリメタクリル酸エステルの片末端にビニル
基を有するマクロモノマーである共重合体（Ａ）。
【００１１】
［２］　前記マクロモノマーの数平均分子量が１，０００～２０，０００であり、前記ビ
ニル系単量体混合物（ｍ１）１００質量％中の芳香族ビニル化合物の含有率が４５～７２
質量％で、シアン化ビニル化合物の含有率が１５～２３質量％で、マクロモノマーの含有
率が５～４０質量％であり、該共重合体（Ａ）の質量平均分子量が３０，０００～１，０
００，０００である、［１］に記載の共重合体（Ａ）。
【００１２】
［３］　メタクリル酸エステルを含むビニル系単量体混合物（ｍ２）を重合して得られる
メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）用改良剤である、［１］又は［２］に記載の共重合体
（Ａ）。
【００１３】
［４］　［１］ないし［３］のいずれかに記載の共重合体（Ａ）と、メタクリル酸エステ
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ルを含むビニル系単量体混合物（ｍ２）を重合して得られるメタクリル酸エステル系樹脂
（Ｂ）とを含む熱可塑性樹脂組成物。
【００１４】
［５］　前記ビニル系単量体混合物（ｍ２）１００質量％中のメタクリル酸エステルの含
有率が８０～１００質量％である、［４］に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【００１５】
［６］　前記共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の合計１００質量％中
の共重合体（Ａ）の含有率が５～８０質量％である、［４］又は［５］に記載の熱可塑性
樹脂組成物。
【００１６】
［７］　更に、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）に芳香族ビニル化合物とシアン
化ビニル化合物を含むビニル系単量体混合物（ｍ３）がグラフト重合したグラフト共重合
体（Ｃ）を含む、［４］ないし［６］のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物。
【００１７】
［８］　前記ビニル系単量体混合物（ｍ３）１００質量％中の芳香族ビニル化合物の含有
率が６５～８２質量％で、シアン化ビニル化合物の含有率が１８～３５質量％である、［
７］に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【００１８】
［９］　前記エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）とビニル系単量体混合物（ｍ３）
との合計１００質量％中のエチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）の含有率が５０～８
０質量％で、ビニル系単量体混合物（ｍ３）の含有率が２０～５０質量％であり、該グラ
フト共重合体（Ｃ）のグラフト率が２５～１００％である、［７］又は［８］に記載の熱
可塑性樹脂組成物。
【００１９】
［１０］　前記エチレン・α-オレフィン共重合体（Ｄ）が架橋処理した架橋エチレン・
α－オレフィン共重合体（Ｅ）であり、該架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）
のゲル含有率が３５～７５質量％である、［７］ないし［９］のいずれかに記載の熱可塑
性樹脂組成物。
【００２０】
［１１］　前記共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とグラフト共重合体
（Ｃ）の合計１００質量％中の共重合体（Ａ）の含有率が５～４０質量％で、メタクリル
酸エステル系樹脂（Ｂ）の含有率が２０～８５質量％で、グラフト共重合体（Ｃ）の含有
率が１０～４０質量％である、［７］ないし［１０］のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組
成物。
【００２１】
［１２］　［３］～［１１］のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物を成形してなる成形
品。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、耐衝撃性に優れ、透明性、流動性にも優れる熱可塑性メタクリル酸エ
ステル系樹脂組成物およびその成形品が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２４】
　なお、本願明細書において「単位」とは、重合体中に含まれる、重合前の化合物（単量
体、即ちモノマー）に由来する構造部分を意味し、例えば、「α－オレフィン単位」とは
「α－オレフィンに由来して重合体中に含まれる構造部分」を意味する。各重合体の単量
体単位の含有割合は、当該重合体の製造に用いた単量体混合物中の該単量体の含有割合に
該当する。
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【００２５】
［共重合体（Ａ）］
　本発明の共重合体（Ａ）は、芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物とマクロモノ
マーを含むビニル系単量体混合物（ｍ１）を重合して得られ、該マクロモノマーが、ポリ
メタクリル酸エステルを主骨格とし、該ポリメタクリル酸エステルの片末端にビニル基を
有すマクロモノマーであることを特徴とする。
【００２６】
＜マクロモノマー＞
　共重合体（Ａ）を構成するマクロモノマーの主骨格となるメタクリル酸エステルとして
は、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ｎ－プロピル、メタクリル
酸ｉ－プロピル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｉ－ブチル、メタクリル酸ｔ－
ブチル、メタクリル酸アミル、メタクリル酸イソアミル、メタクリル酸オクチル、メタク
リル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸デシル、メタクリル酸ラウリル、メタクリル
酸シクロヘキシル、メタクリル酸ベンジル、メタクリル酸フェニル等の１種又は２種以上
が挙げられるが、これらの中でもメタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル
酸プロピル、メタクリル酸ｎ－ブチル等のアルキル基の炭素数が１～４のメタクリル酸ア
ルキルエステルが好ましく、特にメタクリル酸メチル、メタクリル酸エチルが、後述のメ
タクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）に用いるメタクリル酸エステルと同様の理由から好まし
い。
【００２７】
　マクロモノマーの主骨格となるポリメタクリル酸エステルは、本発明の共重合体（Ａ）
を配合して得られる熱可塑性樹脂組成物及びその成形品の耐衝撃性、透明性の点で、後述
のメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）を構成するメタクリル酸エステル、すなわちビニル
系単量体混合物（ｍ２）に含まれるポリメタクリル酸エステルと同じ構造であることが好
ましい。従って、例えばビニル系単量体混合物（ｍ２）に含まれるメタクリル酸エステル
がメタクリル酸メチルである場合、マクロモノマーの主骨格となるメタクリル酸エステル
もメタクリル酸メチルであることが好ましい。
【００２８】
　本発明で用いるマクロモノマーは、ポリメタクリル酸エステル単位のみで構成されるも
のに何ら限定されず、他のビニル系単量体単位を含むものであってもよい。ここで、他の
ビニル系単量体としては、芳香族ビニル化合物、シアン化ビニル化合物、ポリメタクリル
酸エステル以外の不飽和カルボン酸エステル、シリコーン系化合物などが挙げられるが、
マクロモノマー中のメタクリル酸エステル単位の含有率は８０質量％以上であることが、
得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性の点で好ましい。
【００２９】
　また、マクロモノマーの数平均分子量は１，０００～２０，０００、特に２，０００～
１５，０００であることが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、
透明性、流動性の点で好ましい。マクロモノマーの数平均分子量が、上記下限未満では、
得られる共重合体（Ａ）における枝成分（マクロモノマーの主骨格）の分子鎖長が短すぎ
、耐衝撃性、透明性の向上効果が不十分となり、一方、上記上限を超えると、重合性に劣
り目的量のマクロモノマーを共重合体（Ａ）中に導入することが困難となる。なお、ここ
で、マクロモノマーの数平均分子量とは、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰ
Ｃ）によって測定されるポリスチレン換算の数平均分子量である。
【００３０】
　上記のようなマクロモノマーの市販品としては、例えばメタクリル酸メチルを主骨格と
し、片末端にビニル基を有する東亜合成化学工業（株）製「ＡＡ－６」が挙げられる。
【００３１】
　マクロモノマーは、１種のみを用いてもよく、構成するメタクリル酸エステルの種類や
組成、数平均分子量等の異なるものの２種以上を混合して用いてもよい。
【００３２】
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　共重合体（Ａ）中のマクロモノマー単位の含有率は５～４０質量％、特に１０～３０質
量％であることが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性、
流動性の点で好ましい。即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ１）中のマクロモノマーの含有
率は５～４０質量％、特に１０～３０質量％であることが好ましい。マクロモノマーの含
有率が上記下限未満では、マクロモノマーを導入することによる耐衝撃性や透明性の向上
の効果を十分に得ることができず、上記上限を超えると、重合性に劣り目的量のマクロモ
ノマーを共重合体（Ａ）中に導入することが困難となる傾向がある。
【００３３】
＜芳香族ビニル化合物＞
　共重合体（Ａ）を構成する芳香族ビニル化合物としては、例えば、スチレン、α－メチ
ルスチレン、ｏ－，ｍ－もしくはｐ－メチルスチレン、ビニルキシレン、ｐ－ｔ－ブチル
スチレン、エチルスチレンなどが挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせ
て使用できる。
【００３４】
　芳香族ビニル化合物の構造に特に制限は無いが、後述のグラフト共重合体（Ｃ）と混合
して用いる場合、グラフト共重合体（Ｃ）を構成する芳香族ビニル化合物単位、即ち、後
述のビニル系単量体混合物（ｍ３）に含まれる芳香族ビニル化合物と同じ構造であること
が、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性の点で好ましい。
【００３５】
　共重合体（Ａ）中の芳香族ビニル化合物単位の含有率は４５～７２質量％、特に５２～
６８質量％であることが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透
明性の点で好ましい。即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ１）中の芳香族ビニル化合物の含
有率は４５～７２質量％、特に５２～６８質量％であることが好ましい。芳香族ビニル化
合物の含有率が上記下限未満では流動性が悪化する傾向があり、上記上限を超えると耐衝
撃性が低下し、また透明性が悪化する傾向がある。
【００３６】
＜シアン化ビニル化合物＞
　共重合体（Ａ）を構成するシアン化ビニル化合物としては、例えば、アクリロニトリル
、メタクリロニトリルなどが挙げられ、これらのうちの１種以上を使用できる。
【００３７】
　シアン化ビニル化合物の構造に特に制限は無いが、後述のグラフト共重合体（Ｃ）と混
合して用いる場合、グラフト共重合体（Ｃ）を構成するシアン化ビニル化合物単位、即ち
、後述のビニル系単量体混合物（ｍ３）に含まれるシアン化ビニル化合物と同じ構造であ
ることが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性の点で好ま
しい。
【００３８】
　共重合体（Ａ）中のシアン化ビニル化合物単位の含有率は１５～２３質量％、特に１８
～２２質量％であることが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、
透明性の点で好ましい。即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ１）中のシアン化ビニル化合物
の含有率は１５～２３質量％、特に１８～２２質量％であることが好ましい。シアン化ビ
ニル化合物の含有率が上記下限未満では耐衝撃性が低下する傾向があり、上記上限を超え
ると流動性が悪化し、また透明性が悪化する傾向がある。
【００３９】
＜他のビニル系単量体＞
　本発明の共重合体（Ａ）は、本発明の効果を損なわない範囲で、上記のマクロモノマー
単位、芳香族ビニル化合物単位及びシアン化ビニル化合物単位以外のその他のビニル系単
量体単位を含んでいてもよい。即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ１）は、上記のマクロモ
ノマー、芳香族ビニル化合物、シアン化ビニル化合物の他に、これらと共重合可能な他の
ビニル系単量体を、本発明の効果を損なわない範囲で含んでいてもよい。
【００４０】
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　その他のビニル系単量体としては、例えば、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル
、メタクリル酸ｎ－プロピル、メタクリル酸ｉ－プロピル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メ
タクリル酸ｉ－ブチル、メタクリル酸ｔ－ブチル、メタクリル酸アミル、メタクリル酸イ
ソアミル、メタクリル酸オクチル、メタクリル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸デ
シル、メタクリル酸ラウリル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸ベンジル、メ
タクリル酸フェニル等のメタクリル酸エステルや、
　Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－ｎ－プロピルマレイミド、Ｎ－ｉ
－プロピルマレイミド、Ｎ－ｎ－ブチルマレイミド、Ｎ－ｉ－ブチルマレイミド、Ｎ－ｔ
ｅｒｔ－ブチルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド等のＮ－シクロアルキルマレ
イミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－アルキル置換フェニルマレイミド、Ｎ－クロロフ
ェニルマレイミド等のＮ－アリールマレイミド、Ｎ－アラルキルマレイミド等のマレイミ
ド系化合物や、
　アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、アクリル酸ブチル等のア
クリル酸エステル等が挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせて使用でき
る。
【００４１】
＜製造方法＞
　共重合体（Ａ）の製造方法としては特に制限されず、乳化重合、懸濁重合、塊状重合、
溶液重合、ミニエマルション重合などの公知の方法が挙げられる。
【００４２】
＜質量平均分子量＞
　本発明の共重合体（Ａ）の質量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ
（ＧＰＣ）を用い、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解して測定したものを標準ポリス
チレン換算で示した値で、３０，０００～１，０００，０００、特に４０，０００～８０
０，０００であることが好ましい。
　共重合体（Ａ）の質量平均分子量が上記下限以上であると透明性に優れる傾向があり、
上記上限以下であると透明性、流動性ともに優れる傾向があり、好ましい。
【００４３】
［メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）］
　本発明の熱可塑性樹脂組成物に含まれるメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）は、メタク
リル酸エステルを含むビニル系単量体混合物（ｍ２）を重合して得られる。
【００４４】
　メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）を構成するメタクリル酸エステルとしては、例えば
、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ｎ－プロピル、メタクリル酸
ｉ－プロピル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｉ－ブチル、メタクリル酸ｔ－ブ
チル、メタクリル酸アミル、メタクリル酸イソアミル、メタクリル酸オクチル、メタクリ
ル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸デシル、メタクリル酸ラウリル、メタクリル酸
シクロヘキシル、メタクリル酸ベンジル、メタクリル酸フェニルなどが挙げられ、これら
は１種のみを用いてもよく、２種以上を用いてもよい。これらの中でも、得られる熱可塑
性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性と透明性がより優れることから、メタクリル酸
メチルおよびメタクリル酸エチルの少なくとも１種を使用することが好ましい。
【００４５】
　本発明で用いるメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）は、メタクリル酸エステル単位のみ
で構成されるものに何ら限定されず、必要に応じて他のビニル系単量体単位を含むもので
あってもよい。即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ２）はポリメタクリル酸エステル以外の
他のビニル系単量体を含むものであってもよいが、メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）中
のメタクリル酸エステル単位の含有率は８０～１００質量％、特に８５～１００質量％、
即ち、ビニル系単量体混合物（ｍ２）中のメタクリル酸エステルの含有率は８０～１００
質量％、特に８５～１００質量％であることが好ましい。メタクリル酸エステルの含有率
が上記下限以上であることで、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の透明性が
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優れたものとなる。
【００４６】
　メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）に含まれていてもよい他のビニル系単量体単位、即
ち、ビニル系単量体混合物（ｍ２）に含まれていてもよい他のビニル系単量体としては、
例えば、アクリル酸エステル、スチレンなどの芳香族ビニル化合物、アクリロニトリルな
どのシアン化ビニル化合物、Ｎ－フェニルマレイミドなどのマレイミド系化合物、無水マ
レイン酸などが挙げられ、これらの１種以上を使用できる。
【００４７】
　ビニル系単量体混合物（ｍ２）に含まれていてもよい他のビニル系単量体のうち、アク
リル酸エステルとしては、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、
アクリル酸ブチル等のアルキル基の炭素数が１～４のアクリル酸アルキルエステルが挙げ
られ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。ビニル系単量体混合物
（ｍ２）がアクリル酸エステルを含むことで、解重合が発生しにくいという効果が得られ
る。この場合、ビニル系単量体混合物（ｍ２）中のアクリル酸エステルの含有率は、２０
質量％以下、例えば０．１～２０質量％であることが好ましい。
【００４８】
　ビニル系単量体混合物（ｍ２）に含まれるマレイミド系化合物としては特に限定されな
いが、例えば、Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－ｎ－プロピルマレイ
ミド、Ｎ－ｉ－プロピルマレイミド、Ｎ－ｎ－ブチルマレイミド、Ｎ－ｉ－ブチルマレイ
ミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルマレイミド等のＮ－アルキルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシ
ルマレイミド等のＮ－シクロアルキルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－アルキ
ル置換フェニルマレイミド、Ｎ－クロロフェニルマレイミド等のＮ－アリールマレイミド
、Ｎ－アラルキルマレイミド等が挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせ
て使用できる。なかでも、耐熱性と耐衝撃性に優れた熱可塑性樹脂組成物が得られること
から、Ｎ－アリールマレイミドが好ましく、Ｎ－フェニルマレイミドが特に好ましい。
【００４９】
　ビニル系単量体混合物（ｍ２）が上記のマレイミド系化合物を含有する場合、その含有
率は５～２０質量％が好ましい。マレイミド系化合物の含有率が上記範囲内であると、得
られる熱可塑性樹脂組成物の耐熱性や流動性に優れたものとなる。
【００５０】
　また、ビニル系単量体混合物（ｍ２）に含まれる芳香族ビニル化合物としては特に限定
されず、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ｏ－，ｍ－もしくはｐ－メチルスチレ
ン、ビニルキシレン、ｐ－ｔ－ブチルスチレン、エチルスチレンなどが挙げられ、これら
は１種でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。
【００５１】
　ビニル系単量体混合物（ｍ２）が芳香族ビニル化合物を含むことで、前述のＮ－置換マ
レイミドやメタクリル酸エステルとの反応性が良好となり、得られる熱可塑性樹脂組成物
を耐引掻き傷性や耐衝撃性に優れたものとすることができるが、その場合、ビニル系単量
体混合物（ｍ２）中の芳香族ビニル化合物の含有率は１～２０質量％が好ましい。
【００５２】
　メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の製造方法としては特に制限されず、乳化重合、懸
濁重合、塊状重合、溶液重合などの公知の方法が挙げられる。得られる熱可塑性樹脂組成
物の耐熱性の点からは、懸濁重合、塊状重合が好ましい。
【００５３】
［グラフト共重合体（Ｃ）］
　本発明の熱可塑性樹脂組成物に含まれるグラフト共重合体（Ｃ）は、エチレン・α－オ
レフィン共重合体（Ｄ）に、芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物を含むビニル系
単量体混合物（ｍ３）をグラフト重合してなるものである。
　なお、グラフト共重合体（Ｃ）に含まれるエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）は
、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を架橋処理することで得られる架橋エチレン
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・α－オレフィン共重合体（Ｅ）であっても良い。
【００５４】
＜エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）＞
　本発明においては、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品が優れた耐衝撃性お
よび透明性を発現するために、グラフト共重合体（Ｃ）のゴム成分としてエチレン・α－
オレフィン共重合体（Ｄ）を用いることが重要である。エチレン・α－オレフィン共重合
体（Ｄ）は、エチレンと炭素数が３以上のα－オレフィンとを公知の重合方法によって共
重合することによって得られた、エチレン単位とα－オレフィン単位とを含む共重合体で
ある。
【００５５】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）は、非共役ジエン単位をさらに含むエチレン
・α－オレフィン・非共役ジエン共重合体であってもよい。
【００５６】
　上記α－オレフィンとしては、プロピレン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン
、１－ヘプテン、１－オクテン、１－デセン、１－ウンデセン、１－イコセン、１－ドコ
センの１種又は２種以上が挙げられ、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐
衝撃性の点から、炭素数が３～２０のα－オレフィンが好ましく、プロピレンが特に好ま
しい。
【００５７】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）のエチレン単位の含有率は、エチレン・α－
オレフィン共重合体（Ｄ）を構成する全ての構成単位の合計を１００質量％としたときに
、４０～７０質量％が好ましく、４５～６５質量％がより好ましい。エチレン単位の含有
率が上記範囲内であると、耐衝撃性が向上する点で好ましい。
【００５８】
　非共役ジエンとしては、ジシクロペンタジエン、５－エチリデン－２－ノルボルネン、
１，４－ヘキサジエン、１，５－ヘキサジエン、２－メチル－１，５－ヘキサジエン、１
，４－シクロヘプタジエン、１，５－シクロオクタジエン等が挙げられる。中でも、得ら
れる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性が優れることから、ジシクロペンタ
ジエンおよび／または５－エチリデン－２－ノルボルネンが好ましい。
【００５９】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）が非共役ジエン単位を含むエチレン・α－オ
レフィン・非共役ジエン共重合体である場合、α－オレフィン単位の含有率は、エチレン
・α－オレフィン・非共役ジエン共重合体を構成する全ての構成単位の合計を１００質量
％としたときに、２０．０～５９．９質量％が好ましく、３１．０～５４．８質量％がよ
り好ましい。また、エチレン・α－オレフィン・非共役ジエン共重合体の非共役ジエン単
位の含有率は、エチレン・α－オレフィン・非共役ジエン共重合体を構成する全ての構成
単位の合計を１００質量％としたときに、０．１～１０．０質量％が好ましく、０．２～
４．０質量％がより好ましい。α－オレフィン単位および非共役ジエン単位の含有率が上
記範囲であると、耐衝撃性が向上する点で好ましい。
【００６０】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）の製造方法は限定されるものではないが、通
常、メタロセン触媒、またはチーグラー・ナッタ触媒を用いて製造される。
【００６１】
　グラフト共重合体（Ｃ）は、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）に芳香族ビニル
化合物とシアン化ビニル化合物を含むビニル系単量体混合物（ｍ３）をグラフト重合して
製造しても良いし、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を架橋処理して架橋エチレ
ン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）を製造した後に、架橋エチレン・α－オレフィン共重
合体（Ｅ）に芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物を含むビニル系単量体混合物（
ｍ３）をグラフト重合してグラフト共重合体（Ｃ）を製造しても良い。その際、重合方法
は特に限定されるものではないが、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝
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撃性が優れることから乳化重合法が好ましい。
【００６２】
　また、乳化重合にあたっては、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を乳化してそ
の後の架橋処理をＯ／Ｗ型エマルションの系で行い、架橋エチレン・α－オレフィン共重
合体（Ｅ）の水性分散体を得るか、もしくは架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ
）を乳化することで架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の水性分散体を得る必
要があるが、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を乳化して、エチレン・α－オレ
フィン共重合体（Ｄ）の水性分散体を得た後に、架橋処理を行うことが、架橋処理の簡便
性から好ましい。以下、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を乳化することで得ら
れるエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）の水性分散体をオレフィン樹脂水性分散体
（Ｆ）とする。
【００６３】
＜オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）＞
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を乳化する方法としては、特に限定されるも
のではないが、ニーダー、バンバリーミキサー、多軸スクリュー押出機などの公知の溶融
混練手段でエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）またはエチレン・α－オレフィン共
重合体（Ｄ）と酸変性オレフィン重合体を溶融混練し、機械的剪断力を与えて分散させ、
乳化剤を含む水性媒体に添加する方法、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）または
エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）と酸変性オレフィン重合体をペンタン、ヘキサ
ン、ヘプタン、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの炭化水素溶媒に乳化剤とともに溶解
し、水性媒体に添加して乳化させた後、十分に攪拌し、炭化水素溶媒を留去する方法など
が好ましい。
【００６４】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）を乳化する際に用いることができる乳化剤と
しては、通常用いられるものであればよく、例えば、長鎖アルキルカルボン酸塩、スルホ
コハク酸アルキルエステル塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩等の公知のものが挙げられ
る。これらは１種を単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００６５】
　乳化剤の添加量は、得られる熱可塑性樹脂組成物の熱着色を抑制でき、水性分散体中の
エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）の粒子径制御が容易である点から、エチレン・
α－オレフィン共重合体（Ｄ）１００質量部に対して１～８質量部が好ましい。
【００６６】
　酸変性オレフィン重合体としては、質量平均分子量が１，０００～５，０００のオレフ
ィン重合体（ポリエチレン、ポリプロピレン等）を、官能基を有する化合物（不飽和カル
ボン酸化合物等）で変性したものが挙げられる。不飽和カルボン酸化合物としては、例え
ば、アクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、無水マレイン酸、無水イタコン酸、マレイン
酸モノアミド等が挙げられる。酸変性オレフィン重合体の酸価は１０～５０ｍｇ－ＫＯＨ
／ｇ程度が好ましい。酸変性オレフィン重合体は、１種を単独で用いてもよく、２種以上
を組み合わせて用いてもよい。
【００６７】
　酸変性オレフィン重合体の添加量は、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）１００
質量部に対して、１～４０質量部が好ましい。酸変性オレフィン重合体の添加量が上記範
囲内であれば、得られる成形品の耐傷付き性と耐衝撃性のバランスがさらに優れたものと
なる。
【００６８】
　なお、オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）の水性媒体としては、水または塩基性物質の水
溶液を用いることができる。
【００６９】
　上記の乳化処理に用いる乳化剤の種類または使用量、酸変性オレフィン重合体の種類ま
たは使用量、混練時に加える剪断力、温度条件、水分率等を調整することで、オレフィン
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樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）の体積平
均粒子径を制御できる。このオレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・
α－オレフィン共重合体（Ｄ）の体積平均粒子径は、架橋エチレン・α－オレフィン共重
合体（Ｅ）の水性分散体に分散している架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の
体積平均粒子径と変わりない。
　なお、オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・α－オレフィン共重
合体（Ｄ）や、水性分散体に分散している架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）
が、そのまま熱可塑性樹脂組成物中のエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）や架橋エ
チレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の平均粒子径を示すことは電子顕微鏡により確認
している。
【００７０】
　本発明で用いるエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）または架橋エチレン・α－オ
レフィン共重合体（Ｅ）の体積平均粒子径は０．１～１．０μｍが好ましく、０．２～０
．９μｍがより好ましく、０．２～０．８μｍが更に好ましく、０．３～０．７μｍが特
に好ましい。体積平均粒子径が上記範囲内であれば、得られる熱可塑性樹脂組成物および
その成形品の耐衝撃性、表面外観が優れたものになる。
【００７１】
　ここで、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）または架橋エチレン・α－オレフィ
ン共重合体（Ｅ）の体積平均粒子径の具体的な測定方法は、後掲の実施例の項に示す通り
である。
【００７２】
＜架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）＞
　架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）は、エチレン・α－オレフィン共重合体
（Ｄ）に架橋処理を行い、そのゲル含有率を調整したものである。エチレン・α－オレフ
ィン共重合体（Ｄ）を架橋処理することで、得られる熱可塑性樹脂組成物の耐衝撃性、透
明性が向上する。さらに、架橋処理の際ゲル含有率を調整することで、得られる熱可塑性
樹脂組成物の耐衝撃性、透明性はより向上する。架橋エチレン・α－オレフィン共重合体
（Ｅ）のゲル含有率は、３５～７５質量％が好ましい。架橋エチレン・α－オレフィン共
重合体（Ｅ）のゲル含有率が上記範囲内であれば、得られる熱可塑性樹脂組成物およびそ
の成形品の耐衝撃性、透明性が優れたものとなる。
　なお、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル含有率の具体的な測定方法
は、後掲の実施例の項に示す通りである。
【００７３】
　エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）の架橋処理は、公知の手法により行えるが、
なかでも、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）に、有機過酸化物と、必要に応じて
多官能性化合物とを添加して架橋処理を行う方法が、得られる熱可塑性樹脂組成物および
その成形品の耐衝撃性の点で好ましい。
【００７４】
　具体的には、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）と、有機過酸化物と、必要に応
じて使用される多官能性化合物とを加熱する方法等が挙げられる。ここで、有機過酸化物
および多官能性化合物の添加量、加熱温度、加熱時間等を調整することにより、得られる
架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル含有率を調整できる。加熱温度は、
用いる有機過酸化物の種類により異なり、用いる有機過酸化物の１０時間半減期温度の－
５℃～＋３０℃が好ましい。好ましい加熱時間は、３～１５時間である。
　その他の架橋処理の方法としては、電離性放射線による架橋処理法など、公知の架橋処
理法が挙げられる。
【００７５】
　有機過酸化物は、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）に架橋構造を形成させるた
めのものであって、例えば、パーオキシエステル化合物、パーオキシケタール化合物、ジ
アルキルパーオキサイド化合物などが挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合
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わせて使用できる。
【００７６】
　パーオキシエステル化合物の具体例としては、α，α’－ビス（ネオデカノイルパーオ
キシ）ジイソプロピルベンゼン、クミルパーオキシネオデカノエイト、１，１，３，３－
テトラメチルブチルパーオキシネオデカノエイト、１－シクロヘキシル－１－メチルエチ
ルパーオキシネオデカノエイト、ｔ－ヘキシルパーオキシネオデカノエイト、ｔ－ブチル
パーオキシネオデカノエイト、ｔ－ヘキシルパーオキシピバレイト、ｔ－ブチルパーオキ
シピバレイト、１，１，３，３－テトラメチルブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエ
イト、２，５－ジメチル－２，５－ビス（２－エチルヘキサノイルパーオキシ）ヘキサン
、１－シクロヘキシル－１－メチルエチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエイト、ｔ－
ヘキシルパーオキシ２－ヘキシルヘキサノエイト、ｔ－ブチルパーオキシ２－ヘキシルヘ
キサノエイト、ｔ－ブチルパーオキシイソブチレイト、ｔ－ヘキシルパーオキシイソプロ
ピルモノカーボネイト、ｔ－ブチルパーオキシマレイックアシッド、ｔ－ブチルパーオキ
シ３，５，５－トリメチルヘキサノエイト、ｔ－ブチルパーオキシラウレイト、２，５－
ジメチル－２，５－ビス（ｍ－トルオイルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルパーオキシ
イソプロピルモノカーボネイト、ｔ－ブチルパーオキシ２－エチルヘキシルモノカーボネ
イト、ｔ－ヘキシルパーオキシベンゾエイト、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ベンゾ
イルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルパーオキシアセテイト、ｔ－ブチルパーオキシ－
ｍ－トルオイルベンゾエイト、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエイト、ビス（ｔ－ブチルパ
ーオキシ）イソフタレイトなどが挙げられる。
【００７７】
　パーオキシケタール化合物の具体例としては、１，１－ビス（ｔ－ヘキシルパーオキシ
）３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ヘキシルパーオキシ）シ
クロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）３，３，５－トリメチルシクロヘ
キサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）シクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブ
チルパーオキシ）シクロドデカン、２，２－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ブタン、ｎ－
ブチル４，４－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）バレレイト、２，２－ビス（４，４－ジ－
ｔ－ブチルパーオキシシクロヘキシル）プロパンなどが挙げられる。
【００７８】
　ジアルキルパーオキサイド化合物の具体例としては、α，α’－ビス（ｔ－ブチルパー
オキシ）ジイソプロピルベンゼン、ジクミルパーオキサイド、２，５－ジメチル－２，５
－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン、ｔ－ブチルクミルパーオキサイド、ジ－ｔ－
ブチルパーオキサイド、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ｔ－ブチルパーオキシ）ヘキ
シン－３などが挙げられる。
【００７９】
　これら有機過酸化物のなかでも、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル
含有率を調整しやすい点から、ジクミルパーオキサイド、ｔ－ブチルクミルパーオキサイ
ド、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイドなどのジアルキルパーオキサイド化合物を用いること
が特に好ましい。
【００８０】
　架橋処理時の有機過酸化物の添加量は、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）
のゲル含有率を３５～７５質量％の範囲に調整できることから、エチレン・α－オレフィ
ン共重合体（Ｄ）１００質量部に対して０．２～５質量部であることが好ましい。
【００８１】
　多官能性化合物は、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル含有率を調整
するために、有機過酸化物と併用されるものであって、例えばジビニルベンゼン、アリル
メタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート、１，３－ブチレンジメタクリレ
ート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリル
イソシアヌレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート等が挙げられ、これらの１
種以上を使用できる。なかでも、ゲル含有率を調整しやすい点から、ジビニルベンゼンが
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好ましい。
【００８２】
　多官能性化合物は、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）のゲル含有率を３５
～７５質量％に調整しやすいことから、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）１００
質量部に対して１０質量部以下の範囲で使用することが好ましい。
【００８３】
＜ビニル系単量体混合物（ｍ３）＞
　本発明で用いるグラフト共重合体（Ｃ）に使用されるビニル系単量体混合物（ｍ３）は
、ビニル系単量体として少なくとも芳香族ビニル化合物とシアン化ビニル化合物とを含む
混合物である。
【００８４】
　芳香族ビニル化合物としては、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ｏ－，ｍ－も
しくはｐ－メチルスチレン、ビニルキシレン、ｐ－ｔ－ブチルスチレン、エチルスチレン
などが挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせて使用できる。なかでもス
チレン、α－メチルスチレンの少なくとも１つを使用することが好ましい。
　ビニル系単量体混合物（ｍ３）１００質量％中の芳香族ビニル化合物の含有率は、６５
～８２質量％が好ましく、７３～８０質量％がより好ましく、７５～８０質量％が更に好
ましい。ビニル系単量体混合物（ｍ３）中の芳香族ビニル化合物の含有率が上記範囲内で
あれば、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性がより優れた
ものとなる。
【００８５】
　シアン化ビニル化合物としては、例えば、アクリロニトリル、メタクリロニトリルなど
が挙げられ、これらのうちの１種以上を使用できる。
　ビニル系単量体混合物（ｍ３）１００質量％中のシアン化ビニル化合物の含有率は、１
８～３５質量％が好ましく、２０～２７質量％がより好ましく、２０～２５質量％が更に
好ましい。ビニル系単量体混合物（ｍ３）中のシアン化ビニル化合物の含有率が上記範囲
内であれば、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性が優れた
ものとなる。
【００８６】
　ビニル系単量体混合物（ｍ３）は、上記の芳香族ビニル化合物およびシアン化ビニル化
合物の他に、これらと共重合可能な他のビニル系単量体を、本発明の効果を損なわない範
囲で含んでもよい。
【００８７】
　他のビニル系単量体としては、例えば、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メ
タクリル酸ｎ－プロピル、メタクリル酸ｉ－プロピル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタク
リル酸ｉ－ブチル、メタクリル酸ｔ－ブチル、メタクリル酸アミル、メタクリル酸イソア
ミル、メタクリル酸オクチル、メタクリル酸－２－エチルヘキシル、メタクリル酸デシル
、メタクリル酸ラウリル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸ベンジル、メタク
リル酸フェニル等のメタクリル酸エステルや、
　Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－ｎ－プロピルマレイミド、Ｎ－ｉ
－プロピルマレイミド、Ｎ－ｎ－ブチルマレイミド、Ｎ－ｉ－ブチルマレイミド、Ｎ－ｔ
ｅｒｔ－ブチルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド等のＮ－シクロアルキルマレ
イミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－アルキル置換フェニルマレイミド、Ｎ－クロロフ
ェニルマレイミド等のＮ－アリールマレイミド、Ｎ－アラルキルマレイミド等のマレイミ
ド系化合物や、
　アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、アクリル酸ブチル等のア
クリル酸エステル等が挙げられ、これらは１種でまたは２種以上を組み合わせて使用でき
る。
【００８８】
＜使用割合＞
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　グラフト共重合体（Ｃ）は、上述したエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）もしく
は架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）にビニル系単量体混合物（ｍ３）がグラ
フト重合したものである。
　グラフト共重合体（Ｃ）の製造に用いるエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）もし
くは架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の割合は５０～８０質量％で、ビニル
系単量体混合物（ｍ３）の割合は２０～５０質量％であることが好ましく、より好ましく
は、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）もしくは架橋エチレン・α－オレフィン共
重合体（Ｅ）が６０～８０質量％で、ビニル系単量体混合物（ｍ３）が２０～４０質量％
である。ただし、エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）もしくは架橋エチレン・α－
オレフィン共重合体（Ｅ）とビニル系単量体混合物（ｍ３）との合計を１００質量％とす
る。エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）もしくは架橋エチレン・α－オレフィン共
重合体（Ｅ）の割合が上記範囲内であれば、グラフト共重合体（Ｃ）の生産性が良好であ
るとともに、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性が優れた
ものとなる。
【００８９】
＜グラフト率＞
　グラフト共重合体（Ｃ）は、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝撃性
、透明性が良好となることから、グラフト率が２５～１００％であることが好ましく、２
５～６５％がより好ましい。
　なお、グラフト共重合体（Ｃ）のグラフト率の測定方法については、後掲の実施例の項
に示す。
【００９０】
＜グラフト共重合体（Ｃ）の製造方法＞
　グラフト共重合体（Ｃ）は、塊状重合法、溶液重合法、塊状懸濁重合法、懸濁重合法、
乳化重合法等の公知の方法により製造され、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形
品の耐衝撃性が良好なことから乳化重合法が好ましい。
【００９１】
　乳化重合法によって得られるグラフト共重合体（Ｃ）は、水性媒体中に分散した状態で
ある。
　グラフト共重合体（Ｃ）の水性分散体から、グラフト共重合体（Ｃ）を回収する方法と
しては、（i）凝固剤を溶解させた熱水中に水性分散体を投入して、スラリー状態に凝析
させることによって回収する方法（湿式法）、（ii）加熱雰囲気中にグラフト共重合体（
Ｃ）水性分散体を噴霧することにより、半直接的にグラフト共重合体（Ｃ）を回収する方
法（スプレードライ法）等が挙げられる。
【００９２】
　凝固剤としては、硫酸、塩酸、リン酸、硝酸等の無機酸、塩化カルシウム、酢酸カルシ
ウム、硫酸アルミニウム等の金属塩等が挙げられる。凝固剤は、重合で用いた乳化剤に対
応させて選定される。すなわち、乳化剤として脂肪酸石鹸、ロジン酸石鹸等のカルボン酸
石鹸のみを用いた場合、どのような凝固剤を用いてもよい。乳化剤にドデシルベンゼンス
ルホン酸ナトリウム等の酸性領域でも安定な乳化力を示す乳化剤が含まれている場合、金
属塩を用いる必要がある。
【００９３】
　スラリー状態のグラフト共重合体（Ｃ）から乾燥状態のグラフト共重合体（Ｃ）を得る
方法としては、（i）洗浄によって、スラリーに残存する乳化剤残渣を水中に溶出させた
後に、該スラリーを遠心脱水機またはプレス脱水機で脱水し、さらに気流乾燥機等で乾燥
する方法、（ii）圧搾脱水機、押出機等で脱水と乾燥とを同時に実施する方法等が挙げら
れる。乾燥後、グラフト共重合体（Ｃ）は、粉体または粒子状で得られる。また、圧搾脱
水機または押出機から排出されたグラフト共重合体（Ｃ）を直接、熱可塑性樹脂組成物を
製造する押出機または成形機に送ることもできる。
【００９４】
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［熱可塑性樹脂組成物］
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、本発明の共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹
脂（Ｂ）、或いは本発明の共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とグラフ
ト共重合体（Ｃ）とを少なくとも必須成分として含むものである。
　共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とを少なくとも必須成分とする熱
可塑性樹脂組成物によれば、透明性、流動性に優れる熱可塑性樹脂組成物が提供される。
　この熱可塑性樹脂組成物に更にグラフト共重合体（Ｃ）を含む熱可塑性樹脂組成物によ
れば、透明性、流動性、更には耐衝撃性にも優れる熱可塑性樹脂組成物が提供される。
【００９５】
＜各成分の含有割合＞
　本発明の熱可塑性樹脂組成物が、共重合体（Ａ）と、メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ
）を含む場合、共重合体（Ａ）の含有率は、共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹
脂（Ｂ）の合計を１００質量％とした場合に、５～８０質量％であることが好ましく、１
０～７０質量％であることがより好ましい。共重合体（Ａ）の含有率が上記範囲内である
と、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の透明性が優れたものとなる。
【００９６】
　本発明の熱可塑性樹脂組成物が、共重合体（Ａ）と、グラフト共重合体（Ｃ）とメタク
リル酸エステル系樹脂（Ｂ）と、グラフト共重合体（Ｃ）を含む場合、本発明の熱可塑性
樹脂組成物における共重合体（Ａ）の含有率は、共重合体（Ａ）とメタクリル酸エステル
系樹脂（Ｂ）とグラフト共重合体（Ｃ）の合計を１００質量％とした場合に、５～４０質
量％であることが好ましく、１０～３０質量％であることがより好ましい。共重合体（Ａ
）の含有率が上記範囲内であると、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の耐衝
撃性、透明性が優れたものとなる。
【００９７】
　また、本発明の熱可塑性樹脂組成物におけるグラフト重合体（Ｃ）の含有率は、共重合
体（Ａ）とメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）とグラフト共重合体（Ｃ）の合計を１００
質量％とした場合に、１０～４０質量％であることが好ましく、１５～３５質量％である
ことが好ましい。また、メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の含有率は２０～８５質量％
であることが好ましく、３５～７５質量％であることが好ましい。グラフト重合体（Ｃ）
やメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の含有率が上記範囲であると、得られる熱可塑性樹
脂組成物およびその成形品の耐衝撃性、透明性が優れたものとなる。
【００９８】
＜その他の熱可塑性樹脂＞
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、必要に応じて、上記共重合体（Ａ）、メタクリル酸エ
ステル系樹脂（Ｂ）、グラフト共重合体（Ｃ）以外の他の熱可塑性樹脂を含有してもよい
。他の熱可塑性樹脂としては特に制限はなく、例えば、ポリカーボネート樹脂、ポリブチ
レンテレフタレート（ＰＢＴ樹脂）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ樹脂）、ポリ
塩化ビニル、ポリスチレン、ポリアセタール樹脂、変性ポリフェニレンエーテル（変性Ｐ
ＰＥ樹脂）、エチレン－酢酸ビニル共重合体、ポリアリレート、液晶ポリエステル樹脂、
ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、フッ素樹脂およびポリアミド樹脂（ナイロン）
等が挙げられる。
　ただし、本発明の熱可塑性樹脂組成物が、これらのその他の熱可塑性樹脂を含有する場
合、本発明の共重合体（Ａ）、メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）、更にはグラフト共重
合体（Ｃ）を含有することによる耐衝撃性及び透明性の効果を有効に得る上で、熱可塑性
樹脂組成物中の全樹脂成分１００質量％中のその他の熱可塑性樹脂の割合は、３０質量％
以下であることが好ましい。
【００９９】
＜添加剤＞
　本発明の熱可塑性樹脂組成物には、得られる熱可塑性樹脂組成物およびその成形品の物
性を損なわない範囲において、熱可塑性樹脂組成物の製造時（混合時）、成形時に、慣用
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の他の添加剤、例えば滑材、顔料、染料、充填剤（カーボンブラック、シリカ、酸化チタ
ン等）、耐熱剤、酸化劣化防止剤、耐候剤、離型剤、可塑剤、帯電防止剤、難燃剤等を配
合することができる。
【０１００】
＜熱可塑性樹脂組成物の製造方法＞
　本発明の熱可塑性樹脂組成物は、公知の装置を使用した公知の方法で、前述した成分を
混合することにより製造することができる。例えば、一般的な方法として溶融混合法があ
り、この方法で使用する装置としては、押出機、バンバリーミキサー、ローラー、ニーダ
ー等が挙げられる。混合には回分式、連続式のいずれを採用してもよい。また、各成分の
混合順序などにも特に制限はなく、全ての成分が均一に混合されればよい。
【０１０１】
［成形品］
　本発明の成形品は、本発明の熱可塑性樹脂組成物が成形されたものである。その成形方
法としては、例えば、射出成形法、射出圧縮成形機法、押出法、ブロー成形法、真空成形
法、圧空成形法、カレンダー成形法およびインフレーション成形法等が挙げられる。これ
らのなかでも、量産性に優れ、高い寸法精度の成形品を得ることができるため、射出成形
法、射出圧縮成形法が好ましい。
【０１０２】
［用途］
　本発明の熱可塑性樹脂組成物及びその成形品は、耐衝撃性に優れ、透明性、流動性にも
優れるため、本発明の熱可塑性樹脂組成物を成形してなる成形品は、車両内外装部品、家
電製品の外装部品等の用途に好適である。
【実施例】
【０１０３】
　以下、具体的な実施例により本発明を更に詳細に説明する。ただし、本発明は、その要
旨を超えない限り、以下の実施例に限定されるものではない。
【０１０４】
［物性の測定方法］
　以下の実施例および比較例で用いた各成分の物性の測定方法は以下の通りである。
【０１０５】
＜体積平均粒子径の測定方法＞
　マイクロトラック（日機装社製「ナノトラック１５０」）を用い、測定溶媒としてイオ
ン交換水を用いて、オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・α－オレ
フィン共重合体（Ｄ）や、水性分散体に分散している架橋エチレン・α－オレフィン共重
合体（Ｅ）の体積平均粒子径を測定した。
【０１０６】
＜ゲル含有率の測定方法＞
　架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の水性分散体を希硫酸にて凝固させ、水
洗乾燥して得られる凝固粉試料［Ｚ１］０．５ｇを、２００ｍＬ、１１０℃のトルエン中
に５時間浸漬し、次いで、２００メッシュ金網にて濾過し、残渣を乾燥し、その乾燥物の
質量［Ｚ２］を測定し、下記式（１）から、架橋エチレン・α－オレフィン共重合体（Ｅ
）のゲル含有率を求めた。
ゲル含有率（質量％）＝乾燥物質量[Ｚ２]（ｇ）／凝固粉試料質量[Ｚ１]（ｇ）×１００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
【０１０７】
＜グラフト率の測定方法＞
　グラフト共重合体（Ｃ）１ｇを８０ｍＬのアセトンに添加し、６５～７０℃にて３時間
加熱還流し、得られた懸濁アセトン溶液を遠心分離機（日立工機社製「ＣＲ２１Ｅ」）に
て１４，０００ｒｐｍ、３０分間遠心分離して、沈殿成分（アセトン不溶成分）とアセト
ン溶液（アセトン可溶成分）を分取した。そして、沈殿成分（アセトン不溶成分）を乾燥
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させてその質量（Ｙ（ｇ））を測定し、下記式（２）によりグラフト率を算出した。なお
、式（２）におけるＹは、グラフト共重合体（Ｃ）のアセトン不溶成分の質量（ｇ）、Ｘ
はＹを求める際に使用したグラフト共重合体（Ｃ）の全質量（ｇ）、ゴム分率はグラフト
共重合体（Ｃ）の製造に用いたエチレン・α－オレフィン共重合体（Ｄ）または架橋エチ
レン・α－オレフィン共重合体（Ｅ）の水性分散体における固形分濃度である。
グラフト率（質量％）＝｛（Ｙ－Ｘ×ゴム分率）／Ｘ×ゴム分率｝×１００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２）
【０１０８】
＜共重合体（Ａ）の分子量の測定方法＞
　共重合体（Ａ）の質量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰＣ
）を用い、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に溶解して測定したものを標準ポリスチレン換
算で示した。
【０１０９】
［共重合体（Ａ）の調製］
＜共重合体（Ａ－１）の調製＞
　耐圧反応容器にイオン交換水１５０質量部と、ビニル系単量体混合物（ｍ１）としてマ
クロモノマー（東亜合成化学工業（株）製「ＡＡ－６」、数平均分子量６，０００）１０
質量部、スチレン６８質量部、アクリロニトリル２２質量部の混合物と、２，２’－アゾ
ビス（イソブチロニトリル）０．２質量部、ｎ－オクチルメルカプタン０．２５質量部、
カルシウムハイドロオキシアパタイト０．４７質量部、アルケニルコハク酸カリウム０．
００３質量部を仕込み、内温を７５℃まで昇温し、３時間反応を行った。その後、９０℃
まで昇温し、６０分間保持することで反応を完結させた。内容物を遠心脱水機で洗浄、脱
水を繰り返し、乾燥させて共重合体（Ａ－１）を得た。
【０１１０】
＜共重合体（Ａ－２）の調製＞
　ビニル系単量体混合物（ｍ１）をマクロモノマー２０質量部、スチレン６０質量部、ア
クリロニトリル２０質量部とした以外は、共重合体（Ａ－１）と同様の製造法で、共重合
体（Ａ－２）を得た。
【０１１１】
＜共重合体（Ａ－３）の調製＞
　ビニル系単量体混合物（ｍ１）をマクロモノマー３０質量部、スチレン５２質量部、ア
クリロニトリル１８質量部とした以外は、共重合体（Ａ－１）と同様の製造法で、共重合
体（Ａ－３）を得た。
【０１１２】
＜共重合体（Ａ－４）の調製＞
　ビニル系単量体混合物（ｍ１）をメタクリル酸メチル６０質量部、スチレン３０質量部
、アクリロニトリル１０質量部とした以外は、共重合体（Ａ－１）と同様の製造法で、共
重合体（Ａ－４）を得た。
【０１１３】
＜共重合体（Ａ－５）の調製＞
　ビニル系単量体混合物（ｍ１）をメタクリル酸メチル２０質量部、スチレン６０質量部
、アクリロニトリル２０質量部とした以外は、共重合体（Ａ－１）と同様の製造法で、共
重合体（Ａ－５）を得た。
【０１１４】
＜共重合体（Ａ－６）の調製＞
　ビニル系単量体混合物（ｍ１）をスチレン７５質量部、アクリロニトリル２５質量部と
した以外は、共重合体（Ａ－１）と同様の製造法で、共重合体（Ａ－６）を得た。
【０１１５】
　共重合体（Ａ－１）～（Ａ－６）の単量体組成と質量平均分子量を表１に示す。
【０１１６】
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【表１】

【０１１７】
［メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）の調製］
　耐圧反応容器にイオン交換水１５０質量部と、ビニル系単量体混合物（ｍ２）としてメ
タクリル酸メチル９９質量部、アクリル酸メチル１質量部の混合物と、２，２’－アゾビ
ス（イソブチロニトリル）０．２質量部、ｎ－オクチルメルカプタン０．２５質量部、カ
ルシウムハイドロオキシアパタイト０．４７質量部、アルケニルコハク酸カリウム０．０
０３質量部を仕込み、内温を７５℃まで昇温し、３時間反応を行った。その後、９０℃ま
で昇温し、６０分間保持することで反応を完結させた。内容物を遠心脱水機で洗浄、脱水
を繰り返し、乾燥させてメタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）を得た。
【０１１８】
［グラフト共重合体（Ｃ）の調製］
＜エチレン・プロピレン共重合体（Ｄ）の調製＞
　２０Ｌ攪拌機付きステンレス重合槽を充分窒素置換した後に、脱水精製したヘキサン１
０Ｌを添加し、８．０ｍｍｏｌ／Ｌに調製したエチルアルミニウムセスキクロリド（Ａｌ
（Ｃ２Ｈ５）１．５・Ｃｌ１．５）のヘキサン溶液を、５Ｌ／ｈの量で連続的に１時間供
給した後、さらに触媒として０．８ｍｍｏｌ／Ｌに調整したＶＯ（ＯＣ２Ｈ５）Ｃｌ２の
ヘキサン溶液を５Ｌ／ｈの量で、ヘキサンを５Ｌ／ｈの量で連続的に供給した。一方、重
合槽上部から、重合液器内の重合液が常に１０Ｌになるように重合液を連続的に抜き出し
た。次にバブリング管を用いてエチレンを２０００Ｌ／ｈの量で、プロピレンを１０００
Ｌ／ｈの量で、水素を８Ｌ／ｈの量で供給し、重合反応を３５℃で行った。
　上記条件で重合反応を行い、エチレン・プロピレン共重合体（Ｄ）を含む重合溶液を得
た。得られた重合溶液は、塩酸で脱灰した後に、メタノールに投入して析出させた後、乾
燥させてエチレン・プロピレン共重合体（Ｄ）を得た。
【０１１９】
＜オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）の調製＞
　エチレン・プロピレン共重合体（Ｄ）１００質量部と、無水マレイン酸変性ポリエチレ
ン（三井化学（株）製「三井ハイワックス　２２０３Ａ」、質量平均分子量２７００、酸
価３０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ）２０質量部と、界面活性剤（花王（株）製「ＫＳソープ」）５
質量部とを二軸押出機（スクリュー径：３０ｍｍ、Ｌ／Ｄ；４０、バレル温度；２００℃
）にその投入口から供給して溶融混練した。また、該二軸押出機のベント部に設けた供給
口より、水酸化カリウム０．５質量部と２．４質量部のイオン交換水を供給し、二軸押出
機内で溶融混練した。そして、二軸押出機先端より吐出させた固形状の分散体を、温水中
で分散させ、固形分濃度４０質量％付近まで希釈して、オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）
を得た。オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・プロピレン共重合体
（Ｄ）の体積平均粒子径を測定したところ、０．３９μｍであった。
【０１２０】
＜架橋エチレン・プロピレン共重合体（Ｅ）の調製＞
　オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）１００質量部（固形分として）に固形分濃度が３５質
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量％になるようにイオン交換水を加え、有機過酸化物としてｔ－ブチルクミルパーオキサ
イドを０．５質量部、多官能性化合物としてジビニルベンゼンを１質量部添加し、１３０
℃で５時間反応させて、オレフィン樹脂水性分散体（Ｆ）に分散しているエチレン・プロ
ピレン共重合体（Ｄ）を架橋処理し、架橋エチレン・プロピレン共重合体（Ｅ）の水性分
散体を得た。水性分散体に分散している架橋エチレン・プロピレン共重合体（Ｅ）のゲル
含有率と体積平均粒子径を測定したところ、ゲル含有率は５２質量％で、体積平均粒子径
は０．３９μｍであった。
【０１２１】
＜グラフト共重合体（Ｃ）の調製＞
　水性分散体に分散している架橋エチレン・プロピレン共重合体（Ｅ）７０質量部（固形
分として）に固形分濃度が３０質量％になるようにイオン交換水を加え、ピロリン酸ナト
リウム０．３質量部、硫酸第一鉄七水塩０．００６質量部、およびフラクトース０．３５
質量部を仕込み、内温を８０℃に保った。これに、スチレン２３．４質量部およびアクリ
ロニトリル６．６質量部からなるビニル系単量体混合物（ｍ３）と、クメンハイドロパー
オキサイド０．６質量部とを、各々別の供給口から１４０分かけて同時に滴下して重合を
行った。この間、内温は８０℃で一定に制御した。滴下終了後、さらに１００分間、８０
℃のまま保持した後に冷却してグラフト重合を完結させた。反応生成物の水性分散体を硫
酸水溶液で凝固、水洗した後、乾燥して、グラフト共重合体（Ｃ）を得た。グラフト共重
合体（Ｃ）のグラフト率は２９％であった。
【０１２２】
［実施例１～７、比較例１～３、参考例１］
　表２に示す組成（質量部）で各成分を混合し、３０ｍｍφの真空ベント付き２軸押し出
し機（池貝社製「ＰＣＭ３０」）を用いて２４０℃で溶融混練し、ペレット状の熱可塑性
樹脂組成物を得た。得られた熱可塑性樹脂組成物についてメルトボリュームレートを以下
の方法により評価した。また、得られた熱可塑性樹脂組成物を射出成形した成形品につい
て、透明性を以下の方法により評価した。
　評価結果を表２に示す。
【０１２３】
［実施例８～１４、比較例４～６、参考例２］
　表３に示す組成（質量部）で各成分を混合し、３０ｍｍφの真空ベント付き２軸押し出
し機（池貝社製「ＰＣＭ３０」）を用いて２４０℃で溶融混練し、ペレット状の熱可塑性
樹脂組成物を得た。得られた熱可塑性樹脂組成物についてメルトボリュームレートを以下
の方法により評価した。また、得られた熱可塑性樹脂組成物を射出成形した成形品につい
て、耐衝撃性と透明性を以下の方法により評価した。
　評価結果を表３に示す。
【０１２４】
［評価方法］
＜メルトボリュームレート（ＭＶＲ）の測定＞
　熱可塑性樹脂組成物について、ＩＳＯ　１１３３規格に従い、２３０℃の条件で測定し
た。なお、ＭＶＲは熱可塑性樹脂組成物の流動性、即ち成形性の目安となる。
【０１２５】
＜耐衝撃性の評価：シャルピー衝撃試験＞
　成形品について、ＩＳＯ　１７９規格に従い、２３℃の条件でシャルピー衝撃試験（ノ
ッチ付）を行い、シャルピー衝撃強度を測定した。
【０１２６】
＜透明性の評価＞
　成形品について、ＪＩＳ　Ｋ　７１３６規格に従い、ＨＡＺＥを測定した。成形品のＨ
ＡＺＥが低いほど透明性に優れ、着色時の発色性が良好となる。
【０１２７】
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【表２】

【０１２８】
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【表３】

【０１２９】
　表２の実施例１～７に示すように、本発明の共重合体（Ａ）をメタクリル酸エステル系
樹脂（Ｂ）に配合した各実施例によれば、流動性、透明性に優れる熱可塑性樹脂組成物お
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よび成形品が得られた。
　一方、比較例１～３で得られた熱可塑性樹脂組成物および成形品は透明性が著しく劣る
ものであった。
　メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）のみの参考例１と本発明の共重合体（Ａ）を配合し
た実施例１～７との対比から、本発明の共重合体（Ａ）をメタクリル酸エステル系樹脂（
Ｂ）に配合しても透明性の低下の問題は殆どなく、一方で、本発明の共重合体（Ａ）の配
合で流動性を改善できることが分かる。
【０１３０】
　表３の実施例８～１４に示すように、本発明の共重合体（Ａ）をメタクリル酸エステル
系樹脂（Ｂ）及びグラフト共重合体（Ｃ）に配合した各実施例によれば、透明性、耐衝撃
性、流動性に優れる熱可塑性樹脂組成物および成形品が得られた。
　一方、比較例４～６で得られた熱可塑性樹脂組成物および成形品は透明性が著しく劣り
、耐衝撃性も不十分であった。
　メタクリル酸エステル系樹脂（Ｂ）のみの参考例２と、メタクリル酸エステル系樹脂（
Ｂ）に本発明の共重合体（Ａ）及びグラフト共重合体（Ｃ）を配合した実施例８～１４の
対比から、本発明によれば耐衝撃性が大幅に向上させることができることが分かる。
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